
　７月にウェブ上で開催された
ヨーロッパ生殖医学会では、
子宮内全体の細菌の状態に関
する研究結果が多く報告されま
した。
　従来、子宮内は無菌状態であ
ると考えられていましたが、近

年、細菌は確認できなくても、そのDNAが存在している
ことも明らかになってきました。

●妊娠すると増える乳酸菌

　子宮内マイクロバイオーム検査（EMMA）で子宮内
膜の細菌の種類と量を調べると、子宮内の乳酸菌割合
は、妊婦が最も高く、流産する人は低いという結果が示
されました（グラフ参照）。さらに、子宮内の乳酸菌の量
を増やすと、着床・妊娠率が上昇する結果も報告され
ています。
　これは体外受精での妊娠率にも反映されるため、不
妊の原因が分からない場合、受精卵が着床する子宮内
の細菌環境が、胚移植に最適な状態であるかを検査す
ることもできます。

子宮内の乳酸菌の割合に注目
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●乳酸菌を増やす環境を整える

　子宮内膜検体から検出された細菌を調べれば、正常
な細菌（ラクトバチルス属）の比率が高いか、細菌のバ
ランスが悪いか、病原菌がいるか等が分かります。乳酸
菌をはじめとするラクトバチルス属が優位でない場合
には、乳酸菌が増えやすいように、必要に応じて適切な
治療を提案します。
　乳酸菌は、関節性リューマチやニキビの改善にも効
果があることが知られています。ヤクルトでイメージさ
れる腸内環境だけでなく、体の抵抗力を高めるために
も大切な常在菌です。

＊『フェルチクリン』の中野英二医師に解説していただ
きました。

【グラフ】
《（左から）紫色が、妊婦/流産した人/妊娠していない女性の子

宮内乳酸菌の量》


